
意味を問い 手にした“解”は 脳づくり

Keyword：美術による教育，美術の教育，脳づくり

美術教育の目的は感性や情操の陶冶レベルにとどまりません。ゴールは「ものづく

りは人づくり（Page77）」との常套句と重なります。

この際，あらためて，リード（H.Read）の「芸術による教育（Education throug

h Art）」やローウェンフェルド（V.Lowenfeld）の「美術による人間形成」等の文脈

を再確認したいとも考えました。色や形にかかわらせれば感性・情操が身につくなど

と呑気なことをことを言ってる場合ではありません。

学校に美術教育が在ることの意味をご一緒に考えていただきたく本冊子の作成に取

り組みました。学習指導要領等の表記も十全ではありません。

例によって独りよがりの所業かつ我田引水的所見ですがどうぞお付き合いください。

1977.10．広島大学附属東雲小学校プールにて撮影

*1 現「図画工作科」の仮想教科名（若元私見）

*2 学校教育「たかが美術教育／されど美術教育」，2009，No.1109,PP12-17（広島大学附属小学校）

論究の 中核テーマ 今後は“脳”

Keyword：感じる力，考える力，みる・かく・つくる力

美術教育で育てるのは「感性と 情操だけか それだけか」との私見にもとづき「表

現及び鑑賞の活動を通して、美術（みる・かく・つくる）の喜びを味わわせつつ、感

じる力、考える力、みる・かく・つくる力を鍛え、豊かな人間力の基礎を培う。」と，

「仮想平成３０年版／小学校学習指導要領／第２章／第７節／小学校美術（アート）
*1
」

における「目標」の私案を提言*2しました。

補説します。まず，「美術（みる・かく・つくる）」は，教科の“内容”を過不足な

く網羅し，続く「感じる力（Heart）」，「考える力（Head）」，「みる・かく・つくる力

（Hand）」は，この教科で獲得させるべき力（基礎基本）を示しました。

なお，脳に依拠するこの「３つの力（感性・知性・技能）」を鍛え育てることは脳づ

くりに直結するとの文脈を私は想定しています。

おおかた脳によって生き生かされているのがヒトであれば人間力で結ばれる「仮想

平成３０年度版」は人間形成（脳づくり≒人づくり）を究極目的とする美術教育の方

向性を明文化したものとして是認されてよいと私は考えています。
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